
　　　　

自分たちの力で進める
地域づくり

広 報 す ず か

令和4年（2022年）
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特 集

表紙写真 　地域の防災について検討する鼓ヶ浦

地区まちづくり協議会の皆さん。市内の

各地域では、住みよいまちを目指した活

動が行われています。



本市では、「私たちのまちは、私たちの手で」をキャッチフレーズに、平成10年度から地域

づくりの取り組みがスタートしています。今回の特集では、市内で行われている地域づくり

の活動についてスポットを当てます。

地

自分たちの力で進める地域づくり

マイタウン井田川まちづくり委員会の防災マップ作成の様子マイタウン井田川まちづくり委員会の防災マップ作成の様子

域づくりとは、子どもから高齢者まで、

いつまでも笑顔で暮らせる住みよい

まちをつくるため、住民の皆さんがそ

れぞれの特性を生かして、知恵と工夫をもって

「お互いさま」の気持ちで取り組む活動です。

そして、住みよいまちを実現するためには、

それぞれの地域の課題などについて考え、

その課題の解決や地域の活性化に向けて、

そこに住む人や団体が連携・協力することが

大切です。

　また、人口減少やニーズの多様化など、今後

起こり得るさまざまな課題を解決するためには、

行政だけでなく住民の皆さんの力が必要です。

　本市では、「協働のパートナー」として、市内

28の地域に設立された地域づくり協議会と

ともに地域づくりを推進しています。

地

　地域づくり協議会とは、

住民、自治会やボランティア、

PTAなどで構成され、相互の

連携や話し合いなどにより、

地域の課題解決や活性化を

図る団体であり、地域内で

活動する人や団体をつなぐ

ネットワークです。
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互いにつながり、支え合う仕組みの

「地域づくり協議会」

い の や

地域の特性を生かして活動する地域づくり協議会

　市内に設立された28の地域づくり協議会。それぞれの協議会が地域の課題解決や活性化

に向け、活動しています。ここでは活動の一部をご紹介します。

マイタウン井田川まちづくり委員会の取り組み 長太地区まちづくり協議会の取り組み

　安全で安心なまちを

目指す井田川地区。

　災害時の避難に役立

つ防災マップの作成に向

け、まち歩きを行いました。

　地域の危険箇所など

の確認ができ、防災意識

が高まるとともに地域の

交流が図られています。

　「地域の子どもを地域で見守る」を取組

方針に掲げる長太地区。

　共働き世帯の増加により、子どもの預かりへ

の需要の高さを感じ、夏休みに「子どもの居場所

作り事業」を

行いました。

庄野地区まちづくり協議会の取り組み

若松地域づくり協議会

長太地区まちづくり協議会

愛宕地域づくり協議会

鼓ヶ浦地区まちづくり協議会

白子地域づくり協議会

　東海道の宿場町で

あった庄野地区。

　庄野宿を広く周知し

たり、地域住民や旅行

者たちが交流できたり

する場としてコミュニ

ティカフェ「庄野宿いっ

ぷく処」を設置しました。

夢ある稲生まちづくり協議会の取り組み

　地域内全世代の交流の場づくりの必要性

を感じている稲生地区。

子ども食堂「稲乃屋」を開設し、子どもを中心

としたさまざまな世代の交流が進んでいます。

　海に面する地域づくり協議会では、環境保全

のために、定期的に海岸清掃を行うとともに、

地域の住民同士の交流を図っています。

　各地域で住民同士の交流の輪が広がりを見せています。皆さんの活動により地域づくり

が進みます。私たちの力で住みよいまちにしていきましょう。

　ほかにも、広報すずか20日号裏表紙で地域づくり協議会の取り組みを紹介しています。

ぜひご覧ください。
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まちづくりを進めます

地域 と市などが

して協 働

協働とは、多様な主体が共通の目的のために、

役割と責任を分担して取り組むことです。

　本市では地域と市などが協働しながら、取り

組みを行っています。

生活支援サービス
「支え合いネットあいかわ」

国府地区「防災ワークショップ」

一ノ宮地区乗合ワゴン

　合川地区地域づくり協議会では、地域の困りごと

や課題を解決するため、生活支援サービスの取り

組みを始めています。

　日常生活の移動手段の確保を目的に、一ノ宮地域

づくり協議会・市・関係機関が協働して、令和3年1月

から2年間かけて実証実験を始めています。

　国府地区まちづくり協議会は、市と協働し、防災

について考えるワークショップを開催しました。

詳しくは、5ページをご覧ください。

市では、「鈴鹿市まちづくり基本条例」を制定

し、市民と協働して地域の課題解決に取り組

む、「住民主体のまちづくり」を推進しています。

　少子高齢化や大規模災害など、さまざまな問題

に対応するためには、自助・共助・公助について考え、

行動していくことが必要です。そのため、「私たちの

まちは私たちの手で」という考えの下、それぞれの

役割を認識しながら、市民と行政などが協働してい

くことが大切です。

市民と行政などがお互いをよく理解し、役割と責任

の分担を認識した上でパートナー意識を持って、協働

によるまちづくりを進めていきます。

本
本市が目指す「協働」

　地域の課題解決に向けて取り組む過程で、

地域と市が役割と責任を分担したり、協力し

たり、話し合ったりしながら、どのように取り

組むかを一緒に考える「協働」を目指します。

　また、地域づくり協議会をはじめ市民活動

団体やボランティア団体などと連携してお互

いを補い合い、相乗効果の期待できる協働

体制の構築を目指します。

協働により次のような効果を期待！

　さまざまな団体同士などが連携や、情報

交換・共有したりすることで新しいつなが

りが生まれるとともに、個々の団体の基盤

強化が期待できます。

　協働を通じて、市民一人一人が地域の課

題などに関心をもち、自発的にまちづくり

に関わることで、住みよいまちの実現につ

なげます。

本市が目指す協働のイメージ図

目 的

話し合い（役割分担）

パートナー意識

行 政地 域

今回の特集に関するご意見・ご感想は

地域協働課　 382-8695　 382-2214　 chiikikyodo@city.suzuka.lg.jp

地域と市が協働した活動をご紹介します

地域の課題解決に向けた取り組み

　今後起こり得る大規模災害や自然災害に備え、現在、防災計画の策定を

進めている国府地区。計画の策定に向け、市と協働して、国府地区の防災に

ついて考えるワークショップを開催しました。  

　このワークショップについて、国府地区まちづくり協議会会長の中島幸雄

さんと安全・安心部会部会長の豊田長億さんにお話を伺いました。

　国府地区には防災計画がなかったことで、

災害への対策が不十分でした。まずは、地域

の方針となる「国府地区防災計画」を策定

しようと、動き出しました。

ワークショップをやってよかった

　ワークショップを通じて、防災

について考える時 間が でき 、

結果として、参加者の危機意識

の向上につながりました。

地域の防災について考えるワークショップ

　市の防災危機管理課と地域協働課の職員

の皆さんと協働して開催したワークショップ。

コロナ禍での開催だったため、参加者は自治

会長、民生・児童委員、安全・安心部会メン

バーと限定し、グループごとに「災害時・平

常時に自分でできること（自助）・地域でで

きること（共助）」をテーマに話し合いました。

　　問題点の洗い出しや参

加者の考えを共有できた

ことで 、たくさんの気付

きがありました。職員の

皆さんの協力で、効

率 的 に 取り組むこ

とができました。

市内28の地域づくり協議会では、地域の特色を生かした28通りの

活動を行っている中で、新型コロナウイルス感染症の影響により、

活動を制限せざるを得ない状況が続いています。このような時代

だからこそ、「つながり」を意識した活動が重要になってきます。

　住みよいまちをつくるため、地域づくり協議会と市は、協 働の

パートナーとして地域の課 題 解 決に向けて 、地域ができること 、

市ができることを話し合い、役割分担をしながら、一緒に取り組ん

でいきます。

これからさらにいいものに

　防災計画策定後には、計画をもとに、各自

治会でより実情に合った具体的なマニュアル

を作成してもらい、ご近所同士で助け合えるよ

うな声掛けをしていけたらいいと思っています。

災害時には、自助・共助はもちろん、共助をさら

に身近に表した「近助」が必要です。「近助」

とは私たちが使っている言葉で「ご近所同

士で助け合う」という意味です。助け合うコ

ミュニティが細かければ、災害時の動きがよ

り具体的で明確になります。

　災害による被害を最小限にとどめるために

も自分たちに合ったより具体的な「自分たちの

防災計画」を作っていきたいと思います。

豊田長億 さん

中島幸雄さん

地域振興部長 坂本悦子
さかもとえつ こ

なかじま さち お

とよ だ なが  お

国 府

地 区



https://suzuka-city.pa-cv19-reserv.jp/home






●原稿規格／タイトル15文字程度・本文
80文字程度
●申込み／2月21日㈪から25日㈮までに、
ファクスまたは電子メール（　382-2219、
　johoseisaku@city.suzuka.lg.jp）で
情報政策課へ。なお、機器故障や送信
誤りなどによる掲載漏れ防止のため、
ファクスで申し込みされた方は、電話
で情報政策課（　382-9036）へご連
絡ください。電子メールで申し込みさ
れた方へは、電子メール受信後、こちら
から受信完了した旨を必ず返信します。
募集期間を過ぎても返信が無い場合
は、情報政策課へご連絡ください。

●注意事項／営業、政治、宗教活動と認め
られるものは、お断りします(企業・自営
業者の活動を含む)。

※当事者間のトラブルについて、市は一切関与しません。
※同一主催者の掲載申し込みは1回1記事に限ります。

次回の募集は
４月５日号掲載分です

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、当面の間、窓口での受け付けを
中止します。

とき／3月13日㈰10時から　ところ／ふれ
あいセンター　ふれあいホール(南玉垣町
6600)　内容／漢詩・和歌・俳句・歌謡曲と
さまざまなジャンルの詩吟を楽しみます。
ぜひお聞きください。　入場料／無料

対象／小学2年生以上　とき／毎週土・日
曜日の午後　ところ／市内の公立テニス
コート　参加料／年1万5,000円程度　申
込み／3月30日㈬まで　※詳しくは、電話
でお問い合わせください。

とき／第1・3・5木曜日18時45分～20
時45分、第2・4土曜日9時45分～11時
45分　ところ／三浜文化会館(四日市
市海山道町1-1532-1)　参加料／月
3,500円　※練習を見学できます。

「大楠が見える風景写真展」への出展作品
を募集します。長太の大楠が写っていれば、
スマホ写真でも大歓迎です。出品方法など
詳しくは、電子メールでお問い合わせくださ
い。　申込期限／2月28日㈪

対象／本人、家族、関心のある方どなた
でも　とき／2月9日㈬13時～15時　
ところ／牧田コミュニティセンター　
内容／悩み相談、情報交換、介護家族
との交流　参加料／100円

内容／仕事関係や人間関係など、悩みを持つ
方の相談を受け付けています。企業勤務、大
学講師の経験を生かし、精神的なバックアッ
プやアドバイスをします。　相談料／無料　
※詳しくは、電話でお問い合わせください。

とき／2月20日㈰　ところ／文化会館さつ
きプラザ　出店料／長机1台：500円、
2m×2m:1,500円(どちらかを選択)　申込
み／前日までに電話で　※ぜひ皆さんご
来場ください（来場者は申込不要）。

とき／2月20日㈰(雨天時27日㈰に延期)　
集合／矢田部公園(神戸1)9時　内容／考古
博物館と菅原神社を巡ります。　歩行距離
／12km　※弁当は自由です。マスクを必ず
着用してください。初参加者も歓迎します。

対象／小・中学生1人と保護者1人のペア　とき／3月26日㈯15時から　
集合／埠頭ビル(四日市市千歳町37)　参加料／無料　定員／17組
（応募者多数の場合は抽選）　申込み／2月28日㈪まで（消印有効）に、
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、往復はがきで三重県海事広
報協会（四日市霞2-1-1四日市第2港湾労働者福祉センター内）へ

対象／どなたでも　とき／火・木・土・日曜日19時～
21時　ところ／市武道館、神戸高校ほか　内容／
元気に楽しく礼法と受身を身に付けて、相手を思い
やる気持ちと強い体をつくりましょう。　申込み／
電話またはホームページ(鈴鹿錬成会で検索)で

対象／0歳～シニアの方までどなたでも　とき／2月23日
(水・祝)10時から、26日㈯10時から、3月2日㈬18時30分
から、5日㈯10時から、12日㈯18時30分から、13日㈰14
時から　内容／英語だけでなく、多言語の自然習得につ
いて、講師が分かりやすくお話しします。　参加料／無料

とき／2月8日㈫19時～21時　ところ／
白子公民館　内容／不登校のお子さん
をお持ちの親を中心とした集まりです。
心配なことや気になることを一緒にお
話ししましょう。　参加料／100円

対象／どなたでも　とき／2月24日㈭・25
日㈮9時45分～12時　ところ／文化会館　
内容／塗装工事の前に消費者が知っておく
べき知識を分かりやすく説明します。　参
加料／無料　申込み／電話で

とき／毎月第4木曜日10時30分～12時　ところ／ほのぼ
のハウス(中旭が丘4-7-2)　内容／Jゴスペルという日本人
のためのオリジナルゴスペルで愛をテーマに歌っています。
年齢を問わず誰でも参加できます。　参加料／100円　申
込み／電話で　※キーボードが弾ける方を歓迎します。

とき／2月23日(水・祝)10時から、13時30分から(別日
相談可)　ところ／らららカルチャー(南江島町9-10)　
内容／アートフラワーで、プレゼントにもなるブーケを
作ります(初心者の方も作れます)。　参加料／1,500円　
持ち物／マスク　定員／各10人　申込み／電話で

日本吟道学院みえ連合会　坂
ばん

　090-5628-9950

ソフトテニス連盟鈴鹿支部
杉村宣昭　 382-5123

三重混声合唱団「あんだぁれ70」　神田
　 090-6379-3551　  https://andare70.jp/

蔭
おお

地
じ

敏男　 080 -5010 -4693
　　　　　　　　　ny7t-ooj@asahi-net.or.jp

「家族の会」鈴鹿
下野　 370-4620

重
しげ

田
た

隆康　 372-1951

加藤修　 090-7034-3486

鈴鹿市民歩こう会
鈴木利昭　 080-1611-9264

三重県海事広報協会　 340-6430

川﨑洋平　090-7609-2450
　　384-3741

ヒッポファミリークラブ
村口　 090-5856-4036

つぅの会
保井　 090-4185-1514

(一社)市民講座運営委員会
　 0120-689-419

ロバの子ゴスペルクラブ
　 090-9915-6972

NPO法人　みんなDeうきうき歌謡団
かさい　 090-7048-8120

吟の世界に親しもう
みえ吟の集い

小学生ソフトテニス教室
令和4年度児童募集

合唱団員募集
馬場浩子と歌おう

大楠が見える風景写真展　
作品募集

認知症の人と
家族の会のつどい

うつ・心神不安定・
自信喪失の方の相談室

室内でのフリーマーケット
　出店者・来場者募集

鈴鹿市民歩こう会
参加者募集

四日市コンビナート社会見学
クルーズ参加者募集

鈴鹿錬成会
柔道教室  生徒募集

７カ国で話そう
～世界にはばたく～

鈴鹿不登校を考える親の会

屋根・外壁塗り替えセミナー

旭が丘Jゴスペルクラブ

花を楽しむ時間
「丸く可愛いミニブーケ」
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https://www8.cao.go.jp/hoppo/menu/henkan.html


https://www.suzuka-ct.ac.jp/general/general_index/event/


　今回のお宝は、1979年に英国で撮影されたこちらの写

真。右から2人目が後のF1世界チャンピオン、ナイジェ

ル・マンセル。その左が鈴鹿モータースポーツ友の会理

事長の畑
はた

川
がわ

治
おさむ

さん（74歳 算所）です。

　20歳を過ぎてからの

レース人生を歩んだ畑

川さんですが、速く走る

ための知識と理論、そ

して才能を武器に1977

年のFL500チャンピオ

ンに輝きます。

　次に畑川さんが挑戦したのは、F1を目指す世界の精鋭

がひしめく英国F3選手権。そこで光を放っていたのが若

き日のマンセルでした。

　転機はある日の練習走行での出来事。コース上でマンセ

ルの鋭い走りを目の当たりにした畑川さんは世界の壁を

痛感。きっぱりと競技者人生を終え、その後はマシン開発

や若手選手の育成などに力を注いできました。元F1ドライ

バー鈴
すず

木
き

亜
あ

久
ぐ

里
り

さんら多くの著名選手が畑川さんの教え

子です。

　偉大な天才との出会いがもたらした畑川さんの決断が、現在

のモータースポーツ界に大輪の花 を々咲かせているのです。

モータースポーツお宝探検隊　vol.10

■中野能成（鈴鹿モータースポーツ友の会　事務局）

今年はラニーニャ現象の影響もあり、全国各地

から大雪のニュースが届いています。私の地元

は雪がたくさん降るところで、実家にいたころ

の冬は、屋根の雪下ろしや家の前の雪かきで

大忙しでした。ご近所同士で「今年もいっぱい

降るね」「そろそろカーポートの雪を下ろしたほ

うがええで」など、声を掛け合い、みんなで乗り

越えてきました。素敵なご近所づきあいだった

なと懐かしく思います。

　今回の特集で、地域づくりの取り組みを取材する中、「ご近

所同士で助け合う「近助」が非常時には大事」と聞き、共感し

ました。近所の小さなコミュニティだからこそ、家族のように

心配したり、困りごとを相談したりなど、できることがたくさ

んあります。どんなときでもお互い声を掛け合い、助け合う。

みんなでそんな関係をつくっていけたらいいなと思います。

（恵）

快適空間

憩える

学べる

図書館の魅力

『推し活すずか・みえ箱推し』 

　子どもから大人まで幅広くご利用いただける憩い

の場「図書館」。その魅力についてお伝えしていきます。

2月のテーマコーナーは「推し活すずか・みえ箱推し」

です。鈴鹿市や三重県出身の作家の本、三重県を舞

台にした本を集めました（2月28日㈪まで）。

　丘の上にある、さるシェフ

のオムライスやさん。お店の人

気は動物たちの体の大きさ

に合わせて作られたオムライ

ス。ある時やってきたお客さ

んは小さなハムスターくん。

シェフはぴったりの大きさの

オムライスを作れるかな？

※著者のひばさみりささんは

三重県在住の方です。

（ひばさみりさ／作　みらいパブリッシング）

『さるシェフのオムライスやさん 』

　私たちが住んでいる三重

県からどんな作品が生まれ

たのか。本を読みながら知

らなかった三重県の魅力を

発見してみましょう。 

※4月から高校の国語の教科書に掲載予定です。

著者の矢田勝美さんは三重県鈴鹿市生まれのイ

ラストレーターです。
【紹介文は株式会社図書館流通センターの書誌詳細より引用】

。

　海を相手に働く漁師に

注目し、とった生き物に感

謝する姿や、自然と付き合

う知恵やその仕事を、著

者が育った伊勢湾奥部の

鈴鹿で働く漁師たちをモ

デルにしながら紹介。海の

恵みが日々 どのように海か

らやってくるのかも綴る。

（矢田勝美／著　ラトルズ）

『いのちをつなぐ海のものがたり  』


